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二田　洋志 1 6 2 2 1 戸田　幸治 4

佐々木　学 3 13 2 3 1 3 新實　光隆 5 22 4 4 2 1

近藤　洋介 5 ジャマイヤー・トラスティ 6 10 5 3

竹内　裕也 7 南部　佳紀 7 5 1 2 2

小野　弘樹 8 4 1 2 3 川端　竜太 8 17 8 1 2

齊藤　直樹 9 5 1 1 2 井上　裕史 9 13 6 1 3

菊地　勇樹 12 22 6 1 2 3 瀬古　英治 12

大高　孝行 14 中村　和城 13 17 7 3 2

飯塚　一樹 19 石原　隆幸 14 2 2 1

石川　　崇 21 野村　和之 15

川村　浩二 36 保坂　将志 18

石井　佑生 41 安藤　正彦 28

大山　智幸 49

近藤　伸哉 51

小納　真琴 57

田中　　学 91 27 13 1 3

合　 計 77 9 8 7 15 合　 計 86 5 30 11 14

記録：福島県クラブバスケットボール連盟

工藤　一広 松尾　親吾

戦　　　　　　　　評

 ディフェンスは、お互いにマンツーマンでスタート。０５５が8番川端のゴール下のシュートで先
取点を取ると、すぐさま、三種体協琴丘の12番菊地のレイアップシュートで応戦。その後もお互
いに得点を取り合う展開。しかし、残り５分、０５５が5番新實を中心に連続９得点。26対17の０５
５の9点リードで第1ピリオド終了。
　第2ピリオド、０５５はガードの7番南部のパス回しでチャンスを作り、得点を重ねる。一方、三
種体協琴丘は91番田中のジャンプシュート、3番佐々木の3pを中心に得点を重ねる。一進一退
で攻防が続き、０５５リードでの展開の中、残り2分をきり三種体協琴丘がブレイクから連続得
点。０５５はたまらずタイムアウト。直後、三種体協琴丘はゾーンプレス―ゾーンを仕掛け０５５
の24秒オーバータイムを誘う。三種体協琴丘はワンプレーで同点のチャンスが巡ってくるも、０
５５のナイスディフェンスで得点ならず。０５５が44対41の３点リードで終了。
　第3ピリオドはお互いの持ち味を出しつつも、膠着状態が続く。三種体協琴丘は91番田中を中
心に、０５５は全員がコンスタントに得点を取る。途中、お互いにパスミスが連続する時間帯が
あり、ベンチから「仲良く！」の声。58対58の同点で終了。
　最終ピリオド開始早々０５５はセットプレーからファールを誘いＦＴで加点、さらに13番中村のリ
バウンドシュートで連続得点。一方三種体協琴丘はアウトサイドのシュートが決まらず得点が
のびない。残り4分、68対62で6点リードされた三種体協琴丘がタイムアウト。その後、91番田中
が体を張り、ペイント内で得点を重ね勝負をつなぐ。残り2分、０５５は9番井上のジャンプシュー
ト、リバウンドから13番中村がドリブルで持ち込み連続得点。77対69の8点リードを許した三種
体協琴丘が2度目のタイムアウト。ＴＯ後、三種体協琴丘はゾーンプレス―ゾーンを仕掛け、ブ
レイクからのはいやいタイミングの12菊地の3Ｐで追撃を試みる。残り1分、74対80で三種体協
琴丘3つめのタイムアウト、その後セットプレーで得点を試みるが、０５５のナイスディフェンスに
より得点にはならない。三種体協琴丘は最後の意地を見せ、12番菊地がブザービートで3P。86
対77で０５５が決勝へ駒を進めた。　　　(文責　高津　淳）
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